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ワークショップ進行シート 

作成日：  2016年  8月  5日 

 

タイトル：「日本の中の世界を知ろう」～多文化共生のために～                     

 

                        ファシリテーター（グループ）：   新 潟 大 学   

          

１：本ワークショップの要旨 

日本で暮らす外国人は年々増加傾向にある。一口に外国人と言っても国籍も多様であり、全国各地で 

様々な事情を抱えながら生活していて、その場所によって様々な特徴・問題が存在する。このような在 

留外国人の実態やこれまでの経緯、最近の傾向などを説明し、実際に「自分が外国人の立場だったらど 

うか」ということを考えてもらう。 

 

 

 

２：本ワークショップの目的(目標、実現したいこと) 

日本において、「外国人と共に暮らす」ということに実感を持てる人は多くはないと思う。しかし、 

日本にはすでに外国籍の人々が多く住んでいる地域や学校などがある。そのような「日本の中の世界」 

を知ることで、外国人と共に暮らす社会というものを身近に感じてもらい、私たちにできることは何か 

考えるきっかけにしたい。 

 

 

 

 

３：本トピックをとりあげる理由 

 新潟は全国的に見て外国人が少ない県であり、「外国人と共に暮らす」ということを意識する機会はあ

まりないと思う。しかし、日本で暮らす外国人は増加しており、将来的に身近に外国人がいる環境で暮

らす可能性は十分にある。日本ではどこか他人事のように考えられている気もするが、移民・難民問題

に揺れるヨーロッパ諸国や傷ましいテロなどの話題が連日のように取り上げられている今だからこそ、

「外国人」という存在を身近なこととして捉えてもらうことは意味のあることだと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

8月 5日 必着 

新潟県国際交流協会宛 
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４：活動過程   （使用時間：    90 分  参加人数：  未定   ） 

 

過 程 

(所要時間) 

活動内容 具体的な発問・説明・

動きなど 

ねらい 使用する教材 

・備品 

予想される反

応．その他，

注意事項 

導 入 :起 

（20 分） 

 

本日のねらいの確認 

 

 

 

日本の現状と外国人

への期待 クイズ形

式で現状を紹介する 

「日本の中の世界」を知るこ

とを通じて、多文化共生につ

いて考えていきたい。 

 

「日本は少子高齢化の影響

もあり、将来的な労働力不足

が懸念されます」 

「そこで、外国人も労働力と

して受け入れられるのでは

ないかという期待が出てき

ました」 

 

「では、今現在日本で暮らす

外国人は何人いるでしょう

か？」（選択肢が書かれた紙

を持った人を配置するか壁

に貼って移動してもらう） 

 

「外国人の人口はこのよう

に年々増えてきています」

（グラフを見せながら） 

本ワークショップの

意味を共有する 

 

 

日本にいる外国人の

数は多いとおもうか

少ないと思うか、各

個人に考えてもらう 

 

外国人が増加傾向に

あることを知っても

らう 

動いてもらうことで

アイスブレーキング

的な要素もある 

 

 

日本の現状と外国人

への期待を伝えるこ

とで、日本に外国人

が増えていくという

ことを意識させる 

 

 

 

 

ス ラ イ ド （ Power 

Point） 

 

 

 

 

 

 

紙（選択肢提示） 

外国につながりを

もつ児童生徒がい

る場合は配慮する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の知識や

経験にもとづいた

反応を尊重する 

 

「たくさんいるな

あ」「意外と少ない

なあ」 

展 開 ：承 

（20 分） 

グループワーク 

「外国人と聞いて

なにをイメージし

ますか」 

 

「あなたは地域に外国人が

増加することについてどう

感じますか？」 

 

「グループで意見を出し合

って書き出してください」 

 

代表がグループで出た意見

を発表 

 

 

「外国人」に対して

どのようなイメージ

を持っているのかを

把握する 

模造紙、ポストイ

ット、ペン 

まず個人で考えて

もらう 

 

 

グループで意見を

出し合い、プラス

イ・マイナスイメ

ージを整理する 



3 

 

発展 ：転 

（30 分） 

 

外国人が多く住む地

域の紹介（良い面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大泉町・知立市紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外国人が困ってい

ること」の提示 

（上の質問で出されたプラ

ス面の意見を踏まえて） 

 

横浜中華街・新大久保（コリ

アンタウン）・大泉町など、

観光地として栄えていたり、

外国の文化が根付いる地域

を写真を交えて紹介する。 

 

 

 

・群馬県大泉町の外国人人口

の割合、なぜ外国人が増えた

のか 

・愛知県知立市立知立東小学

校は全校生徒の約６割が外

国籍であり、日本を含め１２

か国の生徒がいる 

といったことを紹介 

 

 

（上の質問で出されたマイ

ナス面の意見を踏まえて） 

・怖い→犯罪増加するのでは 

・言葉が通じなくてコミュニ

ケーションが取れない 

などの問題点に加え、 

・ダブルリミテッド（アイデ

ンティティの確立、自立） 

・外国人労働者の労働条件 

・コミュニティ、ルール 

といった、外国人側に立つと

見えてくる問題点の紹介 

・自分と違う国のこ

とを知れる 

・楽しい 

などポジティブな意

見が出たら、それら

に触れつつ、すでに

日本に根付いている

外国文化を紹介する 

 

 

 

外国人が多い地域・

学校の実例を細かく

紹介することで、全

国には新潟とは全く

違う環境があるとい

うことを知ってもら

う 

 

 

 

・外国人が増えると

怖い 

などネガティブな意

見が出たら、それら

に触れつつ、日本人

側からの意見だけで

なく、外国人側に立

った時に考えられる

問題点も提示する 

 

 

 

ス ラ イ ド （ Power 

Point） 地図 

 

 

 

特定のイメージを

植えつけないよう

にする 

 

児童生徒が知りた

くなる情報を手持

ちとしておく 

 

質疑応答の時間を

確保する 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人から外国人

への視点の転換を

うまく行う 
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まとめ ：結 

（ 20 分） 

グループワーク 

「外国人になってみ

よう！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人ワーク 

「私たちにできるこ

とは？」 

 

 

 

チラシ配付 

（設定） 

言葉や文化、習慣も違う外国

に家族で引っ越すことにな

った！ 

「親と子供の２つの立場に

分かれて、どんな時に困る

か？どんな風に助けてほし

いか？を考えよう！」 

 

 

それぞれのグループから発

表してもらう 

 

「今考えてもらったような

ことを感じている外国人が

日本にもいます。そういう人

のために何ができるでしょ

う」 

 

実際に自治体や学校で行わ

れている対策を紹介するチ

ラシを配布する 

それぞれの立場に立

って考えることで、 

「お父さん・お母さ

んなら仕事がないと

大変だ」とか、「子供

だったたら学校で言

葉通じるかな」とい

ったように、それぞ

れの立場で外国人側

の気持ちを考えるこ

とで、より考えを深

めてもらう 

 

 

 

 

 

模造紙、ポストイッ

ト、ペン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記述シート 

対象学年に応じて

追体験の場面設定

に留意する 

   ↓ 

他者の視点に立つ

ことの大切さに気

づいてもらう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せっかく各自で考

えてもらっている

ので、ここではス

ライドを使った説

明などはあえてせ

ず、紹介程度にと

どめる 

 

５：会場のセッティング 

スライド 

※１班 6～７人で 

机は無い方が有難いです。 
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６：使用する教材 

・パソコン（パワーポイント） 

・プロジェクター 

・地図 

・模造紙 

・ポストイット 

・ペン 

 

７：参考にした資料 

・向山恭一「多文化社会の学び方/つくり方」『社会科の研究』第２１号（新潟県社会科教育学会）2016 年 2月 

・田中宏『在日外国人〔新版〕』岩波新書 2013 年 

・宮島喬、鈴木江里子『外国人労働者受け入れを問う』岩波ブックレット 2014 年 

・「外国人＠ニッポン」『朝日新聞』（名古屋本社版）2015 年 8 月 18・19・20・27・28・29 日、9 月 8・9・10 日、 

11 月 17・18・19・22・23日、12 月 1 日、2016 年 1月 8・27・28・30 日、2 月 8・23 日、4 月 8 日、7 月 23 日 

・「隣の外国人」『朝日新聞』（東京本社版）2016 年 1月 24・31 日、2 月 7・14 日 

・「ブラジルタウン大泉町」『新日本風土記』（NHK-BSプレミアム、2016 年 7 月 22 日放送） 

 

８：その他 

 クラスに外国につながりをもつ持つ児童生徒さんがいらっしゃいましたら、国・地域など差支えない範囲で教え

ていただけるとありがたいです。ワークショップの進行にあたって配慮したいと思います。 

 


